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安全研究センターが計画している
シビアアクシデントに関する研究



原子力を継続して利用するためには、合理的に達成できる最高
水準の安全に向けた継続的改善が不可欠。

現在原子力規制委員会で進められている基準の見直し、安全
性の審査が行われた後も、不断の取組が必要。

継続的改善は、

(1) 弱点の把握 → 改善目標の設定

(2) 改善の有効性の評価
(3) 悪影響の評価

などのプロセスを経て行われるものであり、安全研究はプラント
の実力を適切に評価するための、最適評価、確率論的リスク評
価、ストレステスト、事故故障やベストプラクティス分析、などに
役立つものでなければならない。

安全研究の方向性
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評価手法の整備・信頼性の向上



福島第一
原発事故
廃止措置
(事故調査)

環境修復

教訓
課題

シビアアクシデント
防止研究

シビアアクシデントシビアアクシデント
評価研究

環境影響評価・
被ばく評価研究

設計基準事象への対応

設計基準を超える条件
での炉心溶融の防止

公衆の被ばく
原子力防災

重点化重点化

炉心溶融
容器破損

放射性物質の放出

地震動

外的事象による
機器・配管の損傷

起因事象 シビアアクシデントへの進展 環境への放射性物質の放出とその影響

システム
の３次元
構造応答
解析

格納容器

圧力容器

炉心溶融
放射性物質
の放出

放射性物質
の移行

水素
発生

事故時
熱流動

格納容器
冷却性

機構大の取組
炉内状況推定のための炉心
溶融、放射性物質の放出
(ソースターム)研究を含む 安全研究センターの取組

シビアアクシデント研究課題
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内部被曝

吸入摂取
外部被曝

大気拡散

乾性沈着

放射性雲からのガンマ線
による被曝

地表面に沈着した核種の
ガンマ線による被曝

降雨による洗浄

食物摂取



最新知見
（国際協力、詳細解析等）

実効的な防災計画の
策定に向けた研究
 多様な事故シナリオ、気
象等の条件等を考慮し
た確率論的環境影響評
価手法の整備

 短期の防護対策への適
用研究
(最新の包括的なPSA
結果を用いた確率論的
影響評価に基づく防護
措置の最適化)

 長期の防護対策への
適用研究
(社会的・経済的影響を
考慮した防護の正当化
および最適化)

機器・構造物の健全性評価研究
 長期間利用された原子炉圧力容器や
配管の確率論的破壊力学解析コードの
整備

 仮想振動台の計算技術を活用したプラ
ント規模の応答解析(実力・弱点評価)

事故影響緩和手法の
有効性評価のための研究
 多様な事故の進展、ソースター
ムを評価し、アクシデントマネ
ジメント(AM)策の有効性等を
評価する解析手法の整備と信
頼性の向上

 事故の進展や安定化の評価に
重要な格納容器内での熱流動
や放射性物質の移行実験を実
施し、不確かさの大きい現象
や影響緩和のためのAM策モ
デル等を開発・検証

シビアアクシデント
防止研究

シビアアクシデント
評価研究

環境影響評価・
被ばく評価研究

炉心溶融防止のための熱水力
安全研究
 LSTFを活用したシステム実験、BWR
にも対応した機器内の伝熱流動実験に
よるモデルの開発・検証

シビアアクシデント研究項目の概要

加圧熱衝撃時
の健全性評価

想定欠陥

個別現象
解析コード MELCOR

THALES2
不確かさ評価

重要因子の同定

AMモデル等の整備

国産コード開発と連携国産コード開発と連携

最新知見
(福島、ICRP等)

放射性物質の環境中移行

公衆の被ばく線量

モデル整備
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報告4

報告5



補足資料



原子炉
施設

核燃料
サイクル
施設

深層防護
レベル (1)通常時 (2)異常過渡 (3)設計基準事故 (4)シビアアクシデント (5)緊急事態

熱水力安全

サイクル安全（火災/臨界/沸騰事故評価）
再処理施設 経年劣化 放射性物質移行

低レベル廃棄物処分・廃止措置
地層処分安全審査評価手法整備

シビアアクシデント
に関する安全研究

施設
横断

規制庁・JNES等からの受託 福島事故対応部署に協力既存テーマ 新規テーマ

リスク評価手法
放射線防護

事故影響評価

炉心冷却システム（DBA、BDBA～SA回避）

SA解析手法整備

格納容器挙動（冷却性、ソースターム）

SA熱水力安全

燃料安全
RIA・LOCA燃料異常過渡

燃料溶融・
ソースターム

材料劣化・構造

ふげん実機調査

JMTR照射脆化・SCC水化学

外的事象構造評価

下部ヘッド健全性
海水影響

災害廃棄物

Cs移行評価

（破線枠は25年度以降）

5安全研究項目の全体


